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Summary
  Exploration for local varieties of Job’s tears was undertaken on Miyagi and Yamagata 
prefectures to utilize as genetic resources for improvement of edible Job’s tears. The exploration 
was conducted intermittently from June to October in these prefectures. A total of 10 samples 
of Job’s tears and two samples of edible Job’s tears were collected for conservation.
 Job’s tears are used as stuffing material for bean bags, Chinese medicine and flowers for 
the tea ceremony. Job’s tears is faced to crisis of extinction because the ridges of paddy fields 
are cleaned by herbicide or cutters. The systematic exploration of Job’s tears is needed.





　ジュズダマ（Coix lacryma-jobi var. lacryma-jobi）は，ハトムギ（C. lacryma-jobi subsp. ma-
yuen）の祖先種と考えられていたが，最近の報告によれば，ジュズダマ属には 7 種の植物があり
（Table 1），ジュズダマ種は 3 つの変種（ジュズダマ，モニリファ変種，ステノカルパ変種）及
び 1 つの亜種（ハトムギ）により構成されている．ハトムギのみが栽培種であり，ジュズダマ

















土交通省は，地方整備局所管の代表的な 1 級及び 2 級河川において，植物，魚介類，底生動物
等の生物相の調査を実施している．東北地方整備局管内では，北上川，最上川，鳴瀬川等，11
の水系で調査が断続的に実施されている．今回探索予定の宮城県，山形県の「他の植物相調
査」を検索したところ，1995 年 7 月鳴瀬川木間塚大橋中州（宮城県大崎市及び美里町境）及び
2002 年 9 月北上川太田橋下流右岸（岩手県盛岡市）調査にジュズダマが記載されていた．この
結果から 2011 年 7 月に盛岡市太田橋，2011 年 10 月に大崎市木間塚大橋の探索を実施した．
２）農家庭先等の調査
　2011 年 7 月，山形県内の最上川沿い河川敷，米沢市郊外の農家庭先等を調査した．
３）インターネットによる探索






　遺伝資源を収集した地点は Fig.1 に，収集サンプルのリストは Table 2 に示した．
Table 1. Botanical classification in/Coix /genera.
表１．ジュズダマ属の分類
学名 呼び方 雄花の特徴 雌花 ( 種子 ) の特徴かたさ 形
Coix aquatica アクアティカ種 翼が大きい かたい 楕円形
Coix gigantea ギガンティア種 翼が大きい かたい 楕円形
Coix puellarum プエラルム種 翼が小さい かたい 球形
Coix lacryma-jobi var. lacryma-jobi ジュズダマ種 翼が小さい かたい 楕円形
var. monilifer モニリファ変種 翼が小さい かたい 球形
var. stenocarpa ステノカルパ変種 翼が小さい かたい びん形，円筒形
subsp. ma-yuen ハトムギ種 翼が小さい やわらかい 楕円形
資料：落合 (2005) を加筆修正




　2011 年 7 月，盛岡市内の太田橋右岸を調査した．現地は，ゴルフ場，テニスコート，野球の
グラウンド等のスポーツ施設の他に盛岡桑田株式会社（旧盛岡藩士の救済事業に由来する会社）








　2011 年 10 月，鳴瀬川木間塚大橋を調査した．事前に国土交通省北上川河川事務所に連絡を
取ったところ特段の採集許可，注意事項等の指摘はなかった．中州は大小数個の州より構成され
ていたが，当日は増水し，主要な中州には渡れなかった．一部の美里町側の小規模の中州に飛び


























Fig. 1. Investigated sites of genetic resources. 
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Table 2. List of /Coix/ genetic resources collected in this exploitation.
表２. ジュズダマ等の遺伝資源収集
地点 品種名 保存番号 JP 番号 場所 月日 状況 生育状況 備考
1 COL/IWATE/2011/TARC/001 30051321 244511 岩手県盛岡市太田橋周辺 7/9 市民農園 栄養成長期
2 COL/YAMAGATA/2011/TARC/002 30051322 244512 山形県米沢市 7/31 農家自家用菜園 開花期
3 COL/MIYAGI/2011/TARC/003 30051323 244513 宮城県仙台市太白区秋保 8/13 日本庭園内 開花期
4 COL/MIYAGI/2011/TARC/004 30051324 244514 宮城県大郷町 8/13 福祉施設圃場 開花期
5 COL/YAMAGATA/2011/TARC/005 30051325 244515 山形県長井市 8/16 福祉施設圃場 － 種子受領
6 COL/MIYAGI/2011/TARC/006 30051326 244516 宮城県仙台市 10/24 東北大学薬用植物園 枯熟期
COL/MIYAGI/2011/TARC/007 30051327 244517 同上 同上 同上 同上 ハトムギ
7 COL/YAMAGATA/2011/TARC/008 30051328 244518 山形県天童市 10/25 西沼田遺跡公園 枯熟期
8 COL/YAMAGATA/2011/TARC/009 30051329 244519 山形県鶴岡市 1/23 家庭菜園 保存種子 種子受領
9 COL/YAMAGATA/2011/TARC/010 30051330 244520 山形県朝日町 1/24 農家自家用菜園 保存種子 種子受領
COL/YAMAGATA/2011/TARC/011 30051331 244521 同上 同上 同上 － ハトムギ
10 COL/MIYAGI/2011/TARC/012 30051332 244522 仙台市 8/10 － 種子送付
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Photo 3. Job’s tears handcrafts made by welfare 
facility in Ohsato town.
写真 3. 宮城県大郷町の福祉施設のジュズダマ工
芸品 (2011.8.14)




Photo 1. Farm of citizens under of Ohtabashi 
bridge in Morioka city.
写真１. 盛岡市太田橋の市民農園の一角
(2011.7.9)
       - 69 -




           右上：山形県鶴岡市
　　　左下：東北大学薬学部附属植物園
　　　右下：宮城県大郷町
Photo 6. Job’s tears field in Tendo city 
Nishinumata Site Park.
写真 6. 天童市西沼田遺跡公園の圃場
(2011.10.25)Photo 5. Experimental station for 
medicinal plants in Tohoku Univ.
写真 5. 東北大学薬学部附属薬用植
物園 (2011.10.24)
